










目的:近年、欧米を中心とした疫学的研究から、Reye 症候群の発症にアスピリンの使用が

関与していることが示唆され、様々な論議を呼ぶに至った。多くの精力的な研究にもかか

わらず､現時点でもアスピリンが本症の発症にどの程度関与しいるかは不明である。しかし

ながら、'小児科領域においては､アスピリンは解熱剤ばかりでなく抗炎症剤、抗凝固剤と

してもひろく使用されていることから、早急かつ慎重な検討が望まれる。今回われわれは、

アスピリンを服用後に発症した Reye 症候群の 2例を経験したので､その尿中有機酸分析と

アスピリン代謝産物について検討するとともに、アスピリンの投与が尿中有機酸とアミノ

酸に及ぼす影響についても検討した。 


